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今後の研究開発成果の展開 
波及効果創出への取り組み 

音の「注意をひきつけやすさ」
を定量評価 

効果的な報知音（例：緊急地震速報）の
デザイン 
騒音下における自動イベント認識 

瞳孔径計測による顕著性評価法 

多チャンネル神経活動 
計測システム 

神経の大規模ネットワークによる
神経情報処理メカニズムの解明 

知覚と相関する神経活動の同定 
様々な生理指標との関連 

• 伝え手・聞き手の要求・状態に
合わせた情報提示 
 

• 情報弱者（難聴者、高齢者、高
次脳機能障害患者）への効果的
な情報伝達 


